
☎

人
●
体
制
図

地元に根付き、未来に羽ばたくおぢかっ子を育てる。

長崎県北松浦郡小値賀町
●活動名 ●関係する学校名

おぢか山学校  小値賀町立小値賀小学校 小値賀町立小値賀小学校大島分校   

のべ
学級数

10 学級
のべ
児童・
生徒数

活動区分
ー 地域課題解決学習 地域人材育成

ー ー 外部人材を活用した教育支援活動

2
協働活動
開始年度

平成 29 年度
関係
学校数

85

有
平成31年4月1日設置予定 ー

統括的な地域学校協働
活動推進員等の数

配置人数 地域学校協働活動
推進員等の数

配置人数

― 1人

学校運営協議会
指定・設置日 ボランティ

アの数

延べ登録人数 企業・ＮＰＯ
等との連携

校

　活動は主に子供（小学生児童）とその家族を参加対象としているが、離島の地域性から、幅広い住民に参加対象を広げたり、他の
団体や事業と協同で行っている活動がある。
〇三世代交流グラウンドゴルフ・町内の高齢者、女性、子供を対象としたグラウンドゴルフ大会。
〇すってくろ広場・町内の育成会に依頼して参加者を募集、もちつき大会を行う。もちつき終了後は、婦人会が中心に調理したお雑煮
を参加者全員で食べる。「すってくろ」は小値賀の方言で「やんちゃ」という意味。

参考URL ―

●連絡先 小値賀町教育委員会教育生涯学習班 0959-56-3838

●
活
動
の
概
要
・
経
緯

　平成１９年度より発足、翌年の平成２０年度から活動の名称を「おぢか山学校」に正式に決定、現在まで続いている。平成２８年
度までは、毎週月曜日に子供たちが自由に活動を行う「放課後子ども教室」、土日祝日に普段の放課後ではできない特別な活動
を行う「土曜学習」としての２つの役割を果たしていた。
　また、「おぢか山学校」は「土曜学習」の場を中心として、大人と子供の協働活動により地域課題の解決や地域人材の育成に力
を入れている。

● 活動の特徴・工夫

【地域学校協働活動としての特徴的な取組】

　おぢか山学校では、開催する講座ごとに参加者の募集を行っている。
　講座の日程を決定後、案内チラシを作成、小学校に全児童へのチラシの配布及び参加を依頼している。
　活動の際には土曜教育支援員として、婦人会やNPO団体等の地域の方に参加、協力をお願いしている。
　活動内容については、小値賀町公民館から月１回発行している「こうみんかんだより」で町民に報告している。

【実施に当たっての工夫】

● 地域学校協働活動を実施しての効果・成果

　カヌー教室などを行う際には町内のNPO法人、料理教室を行う際は町内の婦人会に講師を依頼する、というように地域の人材、団
体を活用している。また土曜教育支援員を務めている方々は「おぢか山学校」以外の町内の子供を対象にした活動にも参加しており、
子供からも親しまれている。
　子供は活動を通して地域の人々とのつながりを強めたり、地域の良い部分を認識したりしながら、地域に根付く人材としての資質を身
につけることができる。また、普段の学校などではできない体験活動を行うことを通して、子供や関わる大人のつながりが広がり、地域
の元気づくり、活力のあるまちづくりにもつながる。

● その他

　平成２９年度は初めての試みとして、護岸壁に描かれた壁画の修復を目的とした「野外アート教室」、また「ながさき土曜学習応援
団」を活用し、町外から講師を招いて「科学実験教室」を開催した。
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協力・連携


